
第23回 日本母乳哺育学会 勉強会

プログラム
午前（10:00～11:40）
基調講演：『母乳育児の大切さ』 沖縄県立宮古病院 産婦人科医 涌谷 桐子 先生

『母乳はどのように作られて、赤ちゃんに運ばれるか』
東京都保健医療公社 荏原病院 小児科 滝 元宏 先生

午後（12:30～16:00）
シンポジウム：『保育所での母乳育児支援～エビデンスに基づいた支援を目指して～』
①「抱っこの魅力」と「母乳育児」～ 子育て環境が様変わりしても、抱っこは「心の基地」です ～

みうら小児科院長 日本保育保健協議会会長 三浦 義孝 先生

②おっぱい飲んでいると、子どもにとってどんな良いことがあるの？
いわき市医療センター 未熟児・新生児科 本田義信 先生

③保育所に入所するときは、断乳が必要？ 石井第一産科婦人科クリニック 助産師 山田恒世 先生

④おっぱいを飲んでいると補完食（離乳食）は進まないの？ 湘南鎌倉総合病院 小児科 片山暢子先生

⑤どうやって搾乳を取り扱えばいいの？ 柏木産婦人科 助産師 楯 亜希子 先生

総合討論

母乳育児が確立し、母と子が望むまで母乳育児を継続していくためには、様々な職種による長期的
な支援が必要となります。切れ目のない母乳育児支援をするためには、職種間の連携および統一さ
れた知識と技術の提供が不可欠であります。

そこで今回、母乳育児支援の基礎について学ぶ機会を設けることとしました。また、 子どもが保育
所に通い始めても、母と子が望むまで母乳育児を継続できるための支援ができるよう、知識を深めら
れる場を設けました。特に現場で母と子に接している保育士さんの疑問に答えられるような内容にな
っています。職種間の壁を越え、保育所での母乳育児支援を考えたいと思います。お忙しい時期です
が、ふるってご参加ください。

午後の総合討論には午前中の基調講演
の講師にもご参加いただきます。

保育所における母乳育児支援を、一緒
に考えてみませんか？

※本会は日本助産師会継続教育ポイント、日本産科
婦人科学会と日本産婦人科医会の認定医シール
が発行される予定です

【会場アクセス】
JR総武線信濃町駅
徒歩5分

日時：2020年2月16日（日） 10：00～16：00
場所：東医健保会館 東京都新宿区南元町4番地

≪参加費≫
事前申し込み（昼食付き）：会員 4000円 非会員 8000円 (事前お振込み) 

当日申し込み（昼食なし）：会員 4000円 非会員 ８000円 (当日支払)   
※事前申し込み方法：下記ウェブサイトよりお申し込みください。

（https://www.kokuchpro.com/event/55f7cbc47e5912b4bc7cf9504fcf2e37/）
フォームからお申し込みできない方は、ＦＡＸで受付致します（FAX申込書参照）。

※事前申し込みは2020年1月31日までにお振込みの完了をもって締め切りとさせていただきます
—お振込み先のご案内-
【郵便振替】口座記号番号：００１３０－１－５８８００１
口座名称（漢字）：日本母乳哺育学会一般社団法人 口座名称（カナ）：二ホンボニュウホイクガッカイ(シャ
【ゆうちょ銀行】〇一九(ｾﾞﾛｲﾁｷｭｳ)店 当座 ０５８８００１

テーマ：母乳育児支援の基礎を学ぶ

※午前の基調講演に対して、IBCLE継続教育単位
（1.5LCERPs）が発行されます。

https://www.kokuchpro.com/event/55f7cbc47e5912b4bc7cf9504fcf2e37/
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